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報 告 
「歴史認識問題をめぐるロシアの国際的取り組み」 

西山 美久（東京大学先端科学技術研究センター 特任助教） 
  

日 時 12月９日（火） 15:00～16:30 （日本時間） 

  

参 加 資 格 
ROTOBOの会員企業（参加費は無料）  

正会員：無制限  準会員：２名様まで  
  

申 込 リ ン ク https://forms.gle/RWVeaMq74gN21UgB9 
  

お問い合わせ先 

seminar@rotobo.or.jp  Tel：（03）3551-6218 

（緊急の場合を除き、お問い合わせはなるべくメールでお願いします） 

担当：齋藤、橋之爪 
 

ROTOBOでは12月９日（火）に「歴史認識問題をめぐるロシアの国際的取り組み」と題する報告会をリモ

ートにて開催いたしますのでご案内申し上げます。 

プーチン政権の歴史認識は「独ソ戦（大祖国戦争）の勝利」を国家アイデンティティの中心に据え、多民

族からなる国民の統合を促進し、また政治・外交を正当化する道具として利用してきました。その歴史認

識は、欧州諸国との対立やウクライナ戦争の正当化、さらには中国との歴史協力を通じて国際政治に大

きな影響を及ぼしています。 

今回の報告会では、講師として、東京大学先端科学技術研究センターの西山美久さんをお迎えし、ロ

シアの歴史認識の特徴（独ソ戦（大祖国戦争）の勝利の記憶が中核）、欧州がロシアの歴史認識に異を

唱える背景、プーチン政権による歴史の政治的利用と正当化（国連での「反ナチズム決議」の採択、中

国やイスラエルとの協力、CIS諸国との協力）、歴史認識をめぐるロ中協力と、それが日本に与える影響

などについて、ご報告をいただきます。 

本報告会を通じて、歴史認識が国際政治にどのように作用し、現代の外交課題に結びついているのか

を理解する一助になることと思います。 

参加をご希望の方は、以下の申込リンク（Googleフォーム）よりお申し込みください。参加ご登録いただ

いた方には、開催前日までに当日のZoomリンクをお知らせいたします。 

ご参加は、正会員：無制限、準会員：2名様までとさせていただきます。準会員のお申込みに関しては、

上限を超えた場合には調整いただくこととなりますので、あらかじめご了承ください。 

報告会のご案内 
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